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は
多
難
な
船
出
と
な
り
、
発
足
一
〇
カ

月
目
に
し
て
早
く
も
経
済
閣
僚
を
更
迭

せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
本
報
告
は
、

こ
の
よ
う
な
低
成
長
の
背
景
を
、
高
い

経
済
成
長
を
め
ざ
し
た
政
策
を
紹
介
し

な
が
ら
論
じ
た
い
。

●
ジ
ョ
コ
ウ
ィ
政
権
の
経
済
政
策

―
ト
ゥ
リ
・
サ
ク
テ
イ
、
ナ
ワ

チ
タ
、
自
力
更
生

　

ジ
ョ
コ
ウ
ィ
政
権
は
、
ス
カ
ル
ノ
が

一
九
四
五
年
六
月
一
日
に
演
説
し
た
パ

ン
チ
ャ
シ
ラ
（
建
国
の
五
原
則
）
と
一

九
六
三
年
に
掲
げ
た
ト
ゥ
リ
・
サ
ク
テ

ィ
（
三
つ
の
霊
験
）
を
そ
の
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
と
す
る
な
ど
、
ス
カ
ル
ノ
の
考
え

を
多
用
す
る
民
族
主
義
的
性
格
を
ひ
と

つ
の
特
徴
と
す
る
。
ト
ゥ
リ
・
サ
ク
テ

ィ
は
、
人
民
主
権
を
柱
と
す
る
政
治
主

権
と
、
経
済
自
立
・
自
力
更
生
、
お
よ

び
多
様
性
と
海
洋
社
会
を
柱
と
す
る
文

化
的
個
性
を
唱
っ
て
い
る
。

●
は
じ
め
に

　

ジ
ョ
コ
ウ
ィ
政
権
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
史
上
初
の
庶
民
出
身
の
大
統
領
が
、

高
い
経
済
成
長
の
達
成
と
、
庶
民
に
向

け
た
様
々
な
平
等
化
政
策
を
実
施
し
、

政
治
主
権
・
経
済
自
力
更
生
・
文
化
的

個
性
を
実
現
す
る
こ
と
に
よ
り
、
今
日

の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
社
会
の
抱
え
る
様
々

な
課
題
に
応
え
よ
う
と
す
る
高
い
理
想

を
も
っ
て
発
足
し
た
。

　

し
か
し
、
経
済
面
は
、
二
〇
一
四
年

第
４
四
半
期
お
よ
び
二
〇
一
五
年
第
１

四
半
期
の
経
済
成
長
率
が
、
対
前
第
４

四
半
期
比
で
、
各
々
二
・
〇
六
％
と

〇
・
一
八
％
の
マ
イ
ナ
ス
成
長
で
あ
っ

た
。
二
〇
一
五
年
第
２
四
半
期
の
経
済

成
長
率
は
、
前
期
比
で
は
三
・
七
八
％

と
プ
ラ
ス
成
長
に
転
じ
た
も
の
の
、
二

〇
一
四
年
同
期
比
で
は
、
四
・
六
七
％

と
、
大
方
の
予
想
や
二
〇
一
四
年
の

五
・
〇
二
％
を
下
回
る
低
成
長
で
あ
っ

た
。
こ
の
よ
う
に
、
ジ
ョ
コ
ウ
ィ
政
権

　

こ
れ
ら
の
政
策
の
背
景
に
は
、
依
然

と
し
て
深
刻
な
貧
困
問
題
、
社
会
的
不

平
等
、
地
域
間
格
差
、
天
然
資
源
の
過

剰
な
開
発
に
よ
る
環
境
破
壊
、
食
料
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
金
融
・
技
術
の
外
国
へ

の
依
存
、
国
は
、
天
然
資
源
を
国
民
の

福
祉
の
た
め
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
、
国
民
の
健
康
や
、
健
全
な
生
活

を
保
障
で
き
ず
、
国
民
所
得
不
平
等
を

是
正
す
る
こ
と
に
失
敗
し
、
対
外
債
務

へ
の
依
存
は
恒
久
化
し
、
食
糧
供
給
は

輸
入
に
依
存
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
の

生
産
手
段
や
資
本
の
支
配
の
結
果
で
あ

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機
に
対
し
て
有
効
に

対
処
で
き
な
い
と
す
る
認
識
が
あ
る
。

　

ス
カ
ル
ノ
が
唱
え
た
上
記
の
ト
ゥ

リ
・
サ
ク
テ
ィ
が
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
す

る
な
ら
、
以
下
の
九
つ
の
目
標
が
ナ

ワ
・
チ
タ
（
九
つ
の
希
望
・
見
方
）
と

呼
ぶ
哲
学
だ
と
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、

⑴
す
べ
て
の
国
民
を
守
る
国
家
の
再
来
、

⑵
清
潔
・
効
率
的
・
民
主
的
か
つ
信
頼

さ
れ
る
統
治
、
⑶
統
一
国
家
の
枠
組
み

の
な
か
で
地
方
か
ら
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を

建
設
、
⑷
汚
職
を
追
放
し
、
威
厳
を
も

ち
か
つ
信
頼
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
の
改
革

と
法
的
確
実
性
を
も
つ
強
い
政
府
の
実

現
、
⑸
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
の
生
活
の
質

の
向
上
―
―
一
二
年
間
の
無
償
義
務
教

育
や
国
民
皆
保
険
、
九
〇
〇
万
ヘ
ク
タ

ー
ル
の
土
地
の
分
配
に
よ
る
仕
事
の
創

出
、
⑹
労
働
力
の
生
産
性
と
国
際
市
場

競
争
力
を
高
め
る
、
⑺
国
内
戦
略
部
門

の
強
化
に
よ
る
経
済
自
立
、
⑻
民
族
の

個
性
革
命
、
⑼
多
様
性
の
統
一
の
強
化

に
よ
る
社
会
の
復
興
を
急
ぐ
、
と
し
て

い
る
。

　

前
記
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
哲
学
に
基

づ
き
、
自
力
更
生
政
策
と
し
て
、
⑴

様
々
な
イ
ン
フ
ラ
建
設
、
モ
ノ
レ
ー
ル

や
地
下
鉄
の
建
設
、
港
湾
整
備
、
物
流

コ
ス
ト
の
五
％
低
下
、
輸
送
の
一
〇
％

は
鉄
道
が
担
う
、
⑵
国
内
貯
蓄
を
財
源

と
す
る
投
資
の
強
化
、
⑶
財
政
基
盤
の

強
化
、
徴
税
、
財
政
に
よ
る
イ
ン
フ
ラ

整
備
、
予
算
消
化
能
率
の
改
善
、
⑷
エ

ネ
ル
ギ
ー
主
権
の
確
立
、
①
原
油
生
産

の
発
展
、
②
石
油
依
存
の
交
通
体
系
を
、

天
然
ガ
ス
依
存
へ
転
換
す
る
、⑸
天
然

資
源
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
強
化
。
鉱
業
部
門

国
内
企
業
を
増
や
す
、
国
家
財
政
へ
の

寄
与
を
高
め
る
、
住
民
鉱
業
の
増
加
、

政
府
企
業
間
の
対
等
な
利
益
配
分
、
⑹

◆特　◆集
インドネシア

－ユドヨノの10年とジョコウィの１年－
　

ジ
ョコ
ウ
ィ
政
権
の
経
済
政
策

―
高
い
目
標
と
多
難
な
船
出
―

水
野 

広
祐
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住
民
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
を
通
じ
た
食
糧

自
給
の
実
現
、
農
家
平
均
〇
・
三
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
農
地
を
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
拡

大
、
⑺
海
洋
経
済
の
発
展
、
一
〇
〇
の

統
一
漁
業
セ
ン
タ
ー
建
設
、
⑻
製
造
業

の
発
展
、
天
然
資
源
の
加
工
と
高
付
加

価
値
化
、
国
産
使
用
割
合
の
引
き
上
げ
、

外
島
に
お
け
る
五
つ
か
ら
七
つ
の
産
業

中
心
の
発
展
を
図
る
。

　

さ
ら
に
、
全
国
民
の
四
〇
％
を
し
め

る
低
所
得
に
む
け
た
平
等
化
と
公
正
化

0

0

0

0

0

0

0

促
進
の
た
め
の
様
々
な
政
策
を
挙
げ
て

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

い
る

0

0

。

　

ジ
ョ
コ
ウ
ィ
政
権
の
以
上
の
よ
う
な

民
族
主
義
的
政
策
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
潜
在
力
を
生
か
し
、
そ
の
企
業
や
労

働
力
を
優
先
し
よ
う
と
す
る
政
策
で
あ

る
。
そ
の
成
否
は
、
国
民
の
雇
用
増
あ

る
い
は
経
済
成
長
に
か
か
っ
て
い
る
。

●
ジ
ョ
コ
ウ
ィ
政
権
の
マ
ク
ロ
政
策

　

⑴
長
期
展
望
―
―
ジ
ョ
コ
ウ
ィ
政
権

在
任
の
二
〇
一
五
年
か
ら
二
〇
一
九
年

の
国
家
中
期
開
発
計
画
は
、
期
間
の
経

済
成
長
目
標
を
年
六
～
八
％
と
し
、
そ

の
た
め
全
体
的
な
改
革
が
達
成
さ
れ
な

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

け
れ
ば
な
ら
な
い

0

0

0

0

0

0

0

と
し
て
い
る
。

　

⑵
計
画
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
経
済
の

直
面
す
る
問
題
点
と
し
て
、
①
イ
ン
フ

ラ
の
整
備
が
き
わ
め
て
限
ら
れ
て
い
る
、

②
工
業
化
の
遅
れ
、
③
開
発
財
源
調
達

能
力
が
大
変
低
下
し
、
徴
税
能
力
強
化

と
支
出
の
効
率
化
が
必
要
な
こ
と
を
あ

げ
、
さ
ら
に
国
際
環
境
と
し
て
、
二
〇

一
五
年
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
共
同
体
発
足
、

国
際
商
品
価
格
の
低
下
、
ア
メ
リ
カ
連

邦
準
備
制
度
理
事
会
の
金
融
緩
和
政
策

の
正
常
化
を
あ
げ
て
い
る
。

　

⑶
マ
ク
ロ
経
済
政
策
目
標
―
―
世
界

経
済
は
回
復
し
、
新
た
な
経
済
危
機
は

発
生
し
な
い
と
い
う
前
提
の
も
と
、
経

済
成
長
率
は
、
二
〇
一
五
年
五
・
八
％
、

二
〇
一
九
年
八
・
〇
％
を
達
成
し
、
一

人
あ
た
り
の
所
得
は
、
二
〇
一
九
年
は

六
〇
一
八
ド
ル
に
な
る
と
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
達
成
の
た
め
、
二
〇
一
五
年

に
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
三
四
・
四
％
の
投
資
が
実

行
さ
れ
る
。
投
資
の
大
半
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比

二
九
・
二
％
）
は
民
間
投
資
が
担
い
、

政
府
投
資
は
四
・
二
％
に
過
ぎ
な
い
。

こ
れ
ら
の
比
率
は
、
二
〇
一
九
年
に
は
、

民
間
投
資
三
一
・
〇
％
、
政
府
投
資

六
・
二
％
と
な
り
、
財
源
と
し
て
三
六

％
の
国
内
貯
蓄
と
一
・
一
％
の
対
外
借

り
入
れ
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。

●
ジ
ョ
コ
ウ
ィ
政
権
の
成
果

　

ま
ず
、
二
〇
一
四
年
第
４
四
半
期
以

降
の
低
い
経
済
成
長
の
理
由
を
解
明
し

よ
う
。

　

表
１
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
二
〇

一
五
年
第
１
四
半
期
は
、
政
府
消
費
が

大
き
く
落
ち
込
ん
だ
が
、
こ
れ

は
毎
年
の
こ
と
で
こ
の
時
期
は

い
つ
も
政
府
消
費
支
出
の
落
ち

込
み
が
経
済
成
長
の
足
を
引
っ

張
る
。
同
年
第
２
四
半
期
は
、

各
支
出
や
Ｇ
Ｄ
Ｐ
も
対
前
期
比

で
プ
ラ
ス
成
長
に
転
じ
た
が
、

燃
料
補
助
金
の
廃
止
を
考
え
て

も
政
府
支
出
の
牽
引
力
が
弱
い
。

　

年
率
の
変
化
を
み
た
表
２
に

よ
れ
ば
、
燃
料
補
助
金
廃
止
に

も
か
か
わ
ら
ず
個
人
消
費
や
投

資
は
比
較
的
堅
調
に
動
い
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
か
ら
、

二
〇
一
三
年
第
３
四
半
期
や
第

４
四
半
期
は
政
府
消
費
支
出
が

Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
伸
び
に
貢
献
し
て
い

た
こ
と
が
わ
か
り
、
そ
れ
に
対

し
、
二
〇
一
五
年
第
２
四
半
期

は
輸
入
の
減
少
が
貢
献
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
二

〇
一
三
年
か
ら
の
推
移
と
し
て
、

輸
出
の
減
少
、
そ
れ
を
後
追
い

し
て
輸
入
が
減
少
す
る
傾
向
が

現
在
ま
で
継
続
し
、
二
〇
一
五

年
輸
出
目
標
の
八
％
成
長
に
は

遠
く
お
よ
ば
な
い
。

　

ま
た
、
産
業
部
門
別
生
産
の
推
移
で

は
、
鉱
業
の
比
率
が
二
〇
一
四
年
以
降

低
迷
し
、
特
に
ジ
ョ
コ
ウ
ィ
政
権
に
入

っ
た
後
、
顕
著
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は

こ
の
時
期
の
輸
出
の
低
迷
と
結
び
つ
い

て
い
る
。

　

以
上
で
み
た
輸
出
の
減
少
、
そ
れ
を

後
追
い
す
る
形
で
減
少
す
る
輸
入
は
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
経
済
が
二
〇
一
一
年
第

表１　支出別国内総生産の推移（対前期比）
2013-01 2013-02 2013-03 2013-04 2014-01 2014-02 2014-03 2014-04 2015-01 2015-02

個人消費支出 0.37 1.35 3.73 0.10 0.11 1.14 4.86 0.03 0.11 1.11 
政府消費支出 －42.63 42.99 1.81 41.19 －48.37 32.72 39.01 43.28 －48.68 32.17 
粗資本形成 －6.30 4.72 2.32 2.59 －4.79 3.78 6.34 2.99 －4.72 3.04 
輸出 －4.13 2.86 －3.45 15.29 －10.03 0.82 1.45 4.04 －5.61 1.56 
輸入 －12.87 11.35 －4.82 4.19 －3.86 5.78 －0.40 7.65 －9.11 1.06 
国内総生産 1.44 3.94 3.26 －2.14 0.11 3.83 7.10 －2.06 －0.18 3.78 

（出所）　筆者作成。

表2　支出別国内総生産の推移（対前年比）
2013-01 2013-02 2013-03 2013-04 2014-01 2014-02 2014-03 2014-04 2015-01 2015-02

個人消費支出 5.24 5.15 5.48 5.25 5.35 5.14 5.08 5.01 5.01 4.97 
政府消費支出 0.44 2.17 8.91 6.45 6.12 －1.50 1.33 2.83 2.21 2.28 
粗資本形成 5.54 4.47 4.54 4.37 4.66 3.71 3.86 4.72 4.36 3.55 
財サービスの輸出 3.58 4.82 5.25 7.40 3.01 0.97 5.23 －5.04 －0.37 －0.03 
財サービスの輸入 －0.03 0.69 5.09 －0.60 6.16 0.85 －0.23 3.08 －2.55 －6.85 
国内総生産 6.03 5.76 5.63 5.72 5.14 5.03 4.92 5.01 4.71 4.67 

（出所）　筆者作成。
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特集：ジョコウィ政権の経済政策 ―高い目標と多難な船出―

４
四
半
期
か
ら
直
面
す
る
経
常
収
支
の

赤
字
問
題
と
直
結
す
る
（
図
１
）。
以

降
、
高
い
中
銀
レ
ー
ト
を
維
持
し
て
ポ

ー
ト
フ
ォ
リ
オ
投
資
流
入
を
促
し
て
国

際
収
支
危
機
を
回
避
し
、
一
方
、
輸
出

の
拡
大
に
よ
る
と
い
う
よ
り
輸
入
の
抑

制
に
よ
り
経
常
収
支
の
赤
字
を
抑
え
て

き
た
。
こ
れ
ら
の
政
策
に
よ
り
外
貨
準

備
は
増
加
し
た
が
、
他
方
経
済
は
縮
小

均
衡
に
向
か
っ
て
い
る
。

こ
れ
が
二
〇
一
五
年
第

２
四
半
期
の
低
い
成
長

率
の
一
因
で
あ
る
。
こ

の
経
常
収
支
赤
字
縮
小

は
、
ル
ピ
ア
価
値
の
低

減
に
よ
っ
て
も
図
ら
れ

て
お
り
、こ
れ
は
、二
〇

一
五
年
第
２
四
半
期
に

は
一
定
の
功
を
奏
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
輸
出
の

減
少
の
理
由
は
、
ひ
と

つ
に
は
石
油
、
石
炭
、

オ
イ
ル
パ
ー
ム
な
ど
の

国
際
商
品
価
格
の
下
落

に
あ
る
。
特
に
中
国
経

済
の
低
迷
に
よ
り
、
石

炭
価
格
は
、
二
〇
一
四

年
に
二
五
％
下
落
し
た
。

リ
ア
ウ
州
の
農
家
庭
先

ア
ブ
ラ
ヤ
シ
価
格
は
、

二
〇
一
四
年
一
二
月
の

キ
ロ
あ
た
り
一
五
〇
〇
ル
ピ
ア
が
本
年

八
月
初
め
に
は
五
〇
〇
ル
ピ
ア
に
下
が

っ
た
。
他
方
、
鉱
業
部
門
の
加
工
販
売

を
義
務
づ
け
る
石
炭
鉱
業
政
策
は
、
鉱

業
部
門
の
輸
出
・
生
産
の
低
迷
を
も
た

ら
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
打
破
す
る
政
策

と
し
て
期
待
さ
れ
る
の
が
中
央
・
地
方

の
政
府
支
出
の
増
加
で
あ
る
。
し
か
し

な
が
ら
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
そ
の
成
果

は
き
わ
め
て
乏
し
い
。
例
え
ば
二
〇
一

五
年
度
に
予
定
さ
れ
て
い
た
政
府
資
本

投
資
額
二
七
五
兆
八
〇
〇
〇
億
ル
ピ
ア

の
う
ち
、
前
期
に
執
行
さ
れ
た
額
は
わ

ず
か
一
一
・
〇
％
で
し
か
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
予
算
執
行
が
遅
延
す
る

理
由
は
、
新
政
権
に
よ
る
多
く
の
省
庁

の
統
合
や
、
す
べ
て
の
事
業
は
汚
職
撲

滅
委
員
会（
Ｋ
Ｐ
Ｋ
）に
報
告
さ
れ
る
が
、

汚
職
の
摘
発
を
恐
れ
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
執
行
さ
れ
な
い
、
と
い
う
面
も
あ
る
。

　

計
画
で
は
、
予
算
執
行
の
円
滑
化
と

同
時
に
徴
税
能
力
の
強
化
が
あ
げ
ら
れ

た
。
し
か
し
、
実
際
に
は
改
善
が
な
い

ど
こ
ろ
か
、
二
〇
一
五
年
七
月
末
現
在
、

歳
入
（
七
七
一
兆
ル
ピ
ア
）
は
歳
出

（
九
一
三
兆
ル
ピ
ア
）に
対
し
て
一
四
二

兆
ル
ピ
ア
も
不
足
し
、
今
後
、
大
幅
な

財
政
赤
字
に
陥
る
可
能
性
が
出
て
い
る
。

　

さ
ら
に
八
月
一
一
日
以
降
の
中
国
人

民
元
の
大
幅
切
り
下
げ
は
さ
ら
な
る
ル

ピ
ア
価
値
の
低
下
の
き
っ
か
け
と
な
っ

て
輸
入
原
材
料
価
格
の
上
昇
を
も
た
ら

し
、
こ
れ
は
人
員
整
理
に
ま
で
及
び
つ

つ
あ
る
。
ル
ピ
ア
下
落
幅
は
周
辺
国
と

比
べ
て
も
決
し
て
大
き
く
は
な
い
が
不

況
感
を
増
幅
さ
せ
て
い
る
。

●
ま
と
め

　

新
政
権
は
、
経
済
自
立
・
自
力
更
生

を
掲
げ
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
海
洋
開
発
、

一
二
年
無
償
義
務
教
育
、
中
下
層
の
庶

民
向
け
の
諸
政
策
を
用
意
し
、
高
い
成

長
と
平
等
化
を
め
ざ
し
、
他
方
、
意
識

革
命
な
ど
の
意
欲
的
な
諸
政
策
を
構
想

し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事
業
の
投
資
は

民
間
が
主
体
だ
が
政
府
の
積
極
的
な
役

割
も
想
定
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
ジ
ョ
コ
ウ
ィ

政
権
は
、
国
際
商
品
市
況
価
格
の
低
迷
、

二
〇
〇
九
年
鉱
業
石
炭
法
関
連
の
諸
政

策
に
と
も
な
う
輸
出
・
生
産
の
低
迷
、

経
常
収
支
赤
字
対
処
の
た
め
の
高
い
中

銀
レ
ー
ト
、
輸
入
の
抑
制
が
成
長
を
抑

制
す
る
結
果
を
生
ん
で
い
る
。
さ
ら
に

予
算
執
行
の
大
幅
な
遅
れ
・
税
収
の
低

迷
は
政
府
支
出
の
役
割
も
減
じ
て
い
る
。

い
わ
ば
、
経
済
は
縮
小
均
衡
に
向
か
っ

て
い
る
。
ジ
ョ
コ
ウ
ィ
政
権
は
困
難
な

船
出
を
し
た
。
一
方
、
国
民
皆
保
険
の

進
展
、
通
貨
安
政
策
も
一
因
と
な
っ
た

経
常
収
支
の
一
定
の
改
善
、
個
人
消
費

や
投
資
の
維
持
、
創
造
経
済
の
認
識
と

発
展
と
い
う
一
定
の
成
果
も
あ
る
。

　

今
後
、
今
回
の
内
閣
改
造
や
経
済
政

策
の
目
標
の
修
正
に
よ
り
、
多
く
の
高

い
理
想
を
も
っ
た
諸
政
策
が
徐
々
に
実

行
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

（
み
ず
の　

こ
う
す
け
／
京
都
大
学
東

南
ア
ジ
ア
研
究
所
教
授
）

（出所）　筆者作成。

図１　経常収支・資本収支・外貨準備高の推移
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